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チューブベンダー
クイックレバー式

安全上のご注意

ご使用方法

ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

■適応していないサイズ・材質の管には使用しないでください。管または、チューブベンダー本体が破損する恐れが

あります。　■肉厚の極端に薄い管、または硬い管には使用しないでください。管の極端な扁平や破損またはチュ

ーブベンダー本体が破損する恐れああります。　■改造しないでください。チューブベンダー本体の強度が低下、また
は破損してケガをする恐れがあります。

■ 任意の角度A°に曲げたい時

■ 管の左側の長さ"X"から90°曲げたい時

図の様に可変スラーダーとラッチハンドルの間に入
れ管を固定します。可変スライダーを管に沿い当て
ゆっくり任意の角度A°までまわします。

①図の様に、管を可変スライダーとラッチハンドルの
間に入れます。②可変ハンドルの目盛り[0]とラッチハ
ンドルの目盛り[0]を合わせます。③可変スライダーの
目盛り[45]を基点に管の右側の長さ"X"を決めます。④
可変スライダーを管に沿い当て45°まわします。

■ 管の右側の長さ"X"から90°曲げたい時

■ 管の右側の長さ"X"から45°曲げたい時

①図の様に、管を可変スライダーとラッチハンドルの
間に入れます。②可変ハンドルの目盛り[0]とラッチハ
ンドルの目盛り[0]を合わせます。③可変スライダーの
目盛り[R]を基点に、右側の長さ"X"を決めます。④目
盛り[R]が[90]の位置に来るまでラッチハンドルをまわ
します。

①図の様に、管を可変スライダーとラッチハンドルの
間に入れます。②可変ハンドルの目盛り[0]とラッチハ
ンドルの目盛り[0]を合わせます。③可変スライダーの
目盛り[L]を基点に、左側の長さ"X"を決めます。④目
盛り[L]が[90]の位置に来るまでラッチハンドルをまわ
します。

ご使用方法（つづき）

■ 管を90°以上曲げたい時（可変スライダーの便利な使用方法を紹介しています）

従来タイプは90°～180°曲げ加工をする際、
図の様に腕が交差してしまい力が入りにくく
なっていました。

従来タイプ可変スライダー軸を支点に、スライダーハンド
ルの角度を図の様に変えます。角度が約90°変
わった位置で、ハンドルをブロックの上爪に引
掛け、位置を固定してください。

パイプを本体にセットします。
この時スライダーハンドルはブロックの
下爪に掛かっています。
＊③拡大図参照

可変スライダーを図の様に動かし、パイプ
を任意の角度に曲げます。
（図は90°の曲げ加工例）

90°以上の曲げ加工をする際は、可変機
構を使用すると、力が入りやすく、スム
ーズな作業ができます。

スライダーハンドルの角度を変え、図の矢
印方向にスライドさせていくと90°以上曲
げ加工がスムーズに行えます。
（図は180°の曲げ加工例）

適用管一覧表

TTBL-12M

TTBL-16M
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1.2以下
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0.6


